
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 

【検討資料】 

 １．交通結節と駅前広場の整備について 

 ２．熊本駅舎の役割と整備のあり方について 

 ３．高架下の利活用について 
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１．交通結節と駅前広場の整備について 

１－１．駅前広場の現状と問題点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状の熊本駅前広場は東口のみである。場内は

タクシーと一般車が占め、前面道路沿道にバス

の乗降場と市電の電停が配置されている。 

駅前広場には３本の都市計画道路のほか、２本

の市道が接続しており、極めて繁雑な交通動線

を描いている。 

 

①複雑で危険な交通動線 

●出入口が４ヶ所あるため交通が錯綜している。 

●取り付け市道から通過交通が流入し、交通動線錯綜にさらに拍車をかけている。 

●上りの車道が市電軌道を２回も横切らねばならない。 

●市内方面のバス乗り場はピーク時１分30秒に１台という過密な状態である。 

●前面道路でＵターンするバスがあり、危険である。 

●歩行者はどこへ行くにも車道部の横断が生じるので安全性が懸念される。 

②熊本の玄関口として乏しい景観 

●駅を出て目に入るのはおびただしい駐車車両や派手な広告物だけである。歩

行者のための広場空間は中央に少々あるのみで、「森の都熊本」を象徴する

駅前景観とはいえない。 

 

問 題 点 現 状 

乏しい駅前景観 

市電と車道の交錯（信号なし） 

市道から流入する場内通過交通 

過密なバス停 

熊本駅ビル 

熊本駅ビル

タクシープール
（約42台）

バス
待機場
(１台分)

交番
業務用駐車場

タクシー乗場(４台)

バス停
(３本/日のみ)

一般車
乗降場
(２台)

一般駐車場（91台）

タクシー乗場(２台)

バス停(３台)

バス停

レンタカー駐車場

市道

市道タクシー降車場(２台)

IN
OUT

電停

電停

タクシー降車場(１台)
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１－２ 駅周辺整備方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駅前広場の整備方針 

z東西駅前広場の基本的な機能分担は、東口に中心部及び市域対応を中心とした交通機能の集約強化 

を図り、西側に西口開発、アクセス需要増に応じた交通機能等を配置します。 

z熊本の玄関口となる東口駅前広場は、コンコース出入口に面する部分に水・緑をはじめ“森の都熊本” 

を実感できる歩行者広場を配置し、熊本を訪れる様々な人々をやさしく出迎えたり、人々がやすら 

ぎを感じる憩いの空間とするとともに、多様なイベントが開催できる賑わいの場とします。 

z施設レイアウトの基本的な方針としては、高齢者及び身障者等の送迎に配慮すべくタクシー及び一 

般車の乗降場をコンコース付近に配置するとともに、公共交通機関の中で最も乗り換え利用者が多 

い市電電停を優先して配置するなど、ＵＤの考え方をふまえ、だれもがわかりやすく乗り換え利便 

性の高い交通結節点を形成します。 

z西口駅前広場は、区画整理によって生まれ変わる西口の玄関口として整備を行い、観光バス、団体 

バス等の不定期バスの機能を導入します。 

z歩行空間の軸として、万日山～駅～白川方面を結ぶアメニティ軸を創出し、駅東西を通じて人々が 

水と緑とふれ合い、楽しく歩ける空間づくりを行います。 

                         森の都の風香る玄関口 ～ パークステーション 

●水と緑の自然や歴史性を活かした駅 

●人に優しく乗り換えの利便性の高い駅 

●出会いとふれ合いのある駅 
整備目標 

歩行者広場のイメージ 

広域交通結節機能 

（長距離バス等）   

白川 

電停 

熊本駅北部線 
熊本駅城山線 

文化情報機能 

交流広場 

商業・業務機能 
商業・業務機能 

教育情報機能 

e t c 

坪井川 

熊本駅新外線 

商業・業務機能 

都市型居住機能 

情報交流機能 

ＪＲ熊本駅（高架） 

一般車駐車場 
一般車 

タクシー 
（乗車） 

コ
ン
コ
ー
ス 

（
東
西
連
絡
通
路
） 

タクシー 

（降車） 

路線バス 

東口駅前広場 

親水機能 

(水辺空間活用) 

 

一般車 

タクシー 

団体バス 

西口駅前広場 

歩行者 

広場 

路線バス 

万日山 

東Ａ地区市街地再開発事業 
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２．熊本駅舎の役割と整備のあり方について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駅デザインコンセプト検討の流れ 

平
成
１
６
年
度 

駅デザインについてのご意見募集・県市素案の公表 

県民の皆様からのご意見の募集 

（今回お願いするものです。） 

ご意見を反映させた、県市の 

駅デザインコンセプト案の作成 

県市の駅デザインコンセプトの公表 

設計主体である、鉄道・運輸機構とＪＲ九州に 

県市デザインコンセプトの提示 

建築設計の着手 

駅デザインの決定 

駅建築工事の着手 

駅の完成 

平
成
１
７
年
度 

新しい熊本駅のデザインについて、 
皆様の想いをお聞かせ下さい。 

県・熊本市で考えた熊本駅のデザインコンセプト素案は次のとおりです。 
１． 末永く熊本の陸の玄関として在り続けられる風格や熊本の独自性を持って 

いること。 

   （県庁所在地の駅としての存在や、熊本をイメージできる特徴を持つこと） 

２．県民・市民に親しみや安らぎを感じさせるものであること。 
   （自然素材を取り入れ、水や緑と調和し、訪れる人が気持ち安らぐ空間であること） 

３．ユニバーサルデザインを取り入れた人にやさしい駅が表現されていること。 
（だれもが利用しやすいＵＤによる「やさしさ」が現れたデザイン、機能を備えていること） 

駅名

  

 
・風の通る空間

・光のグラデーション

・明るく開放的な空間

　

 

 

 

新
八
代
駅

デザインコンセプト

新
し
い
熊
本
駅

？

・新交通の拠点としての先進性・・・モダンなシ
ルエット

・快適な旅の予感を与える軽快さ・・・明るく、安
全性、利便性を確保した快適な駅施設

 

駅事例

『八代の自然と歴史、文化に基づいた地域の
アイデンティティを表現し、親しみのある駅』

・地域の玄関口としてのシンボル性・・・地域の
持つアイデンティティの表現

新
水
俣
駅

『水俣の美しい海のイメージを大切に、全体が
重なる波のような印象の明るい駅』

 

 

新しい熊本駅のデザイ
ンコンセプトについ
て、皆様からのご意見
を募集します。



 4 

３．高架下の利活用について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高架下全面積 

新幹線 約２２，０００㎡ 

在来線 約１９，５００㎡ 

（内都市側利用可能面積） 

        （約２，４００㎡） 

合計 約４１，５００㎡ 

面積は都市側の推計で５００㎡単位で表示  

高架下等の面積 

（中間報告） 

０番

線地

区 

(駅務施設～熊本駅南線) 

新幹線高架下 約8,000㎡ 

(春日池上線～駅務施設) 

新幹線高架下 約6,000㎡ 

新幹線高架下 約4,000㎡ 

在来線高架下 約3,500㎡ 

 駅務施設等 

(春日池上線～駅務施設) 

在来線高架下 約3,500㎡ 

 うち都市側 約 500㎡ 

(駅務施設～熊本駅南線) 

在来線高架下 約7,500㎡ 

 うち都市側 約1,000㎡ 
   

(熊本駅南線～熊本駅城山線) 

在来線高架下 約5,000㎡ 

うち都市側  約1,000㎡ 

 

(熊本駅南線～熊本駅城山線) 

新幹線高架下 約4,000㎡ 
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＜高架下等利用例＞ 
・駐輪場、公園 
・防災倉庫、観光案内所 
・県産品紹介所など・・・ 

～高架下等利用事例～ 

～ 公 園 ～ ～ 駐輪場 ～ 

～ 観光物産館 ～ 

 

～ 駐車場 ～ 

～ 生涯学習等拠点施設 ～ 

  

～ 交 番 ～ 

 

～ 店 舗 ～ 

 

～ 飲食店 ～ 


